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(Zスキーム型 触 システムによる水ノ のための新規 ‘ 触媒の開

本申請研究は、Zスキーム型光触媒システムによる水分解から水素・酸素製造のために水素

発生光触媒と酸素発生光触媒の開発及び評価に関するもの である。 本論文は合計6章 で構成さ

れている。

第1章（序論）では、 カ ー ボンニュ ートラルな環境を実現のために水素エネルギ ーの重要性、

水素製造方法、 太陽光と半導体光触媒を用いたZスキーム型水素製造システムの原理、 現状と

その課題などについて述べた。 また、 新規光触媒の開発に当たって理想的な光触媒に求められ

る特性や本研究目的 についても言及している。

第2章 （実験方法とキャラクタリゼーション）の前半では半導体光触媒の合成方法（例、 水

熱合成法、 ゾルゲル 法、 固相反応法、 光析出法など）及び試料のキャラクタリゼーション方法

（例、 X線回析、 電子顕微鏡、 X線光電子分光法、 吸収スペクトル 、 蛍光光度法、 FTIR分光分

析法、 ガスクロマトグラフなど）について述べている。 後半では、CdSナノコンポジット、

LaFe03、 ドープ型BiFe03, ドープ型BaTi03などの合成方法、 助触媒担持法、 表面修飾法及ぴ水

素・酸素製造方法について述べた。

第3章 では、Zスキーム型光触媒システムのために水素発生光触媒(HER)としてCdS、 表面

修飾したBaTi03、Laド ープ型BiFe03などの合成及ぴ水素製造評価について議論した。 章の前

半では、 有機分子（ヒスチジン、 フェニルアラニン、 トリプトファン、 リシン、 チロシンのア

ミノ酸）を添加したCdSナノコンポジットを合成し、ナノ粒子のサイズ、 形状、 結晶性及び水

素発生最への有機分子の影響について述べた。 フェニルアラニンを添加したとき、CdS からの

水素発生位が最も高いことが分かった。 その後、 有機分子の添加による水素製造増大の機構に

ついて議論した。 ナノコンポジットの合成の際、 有機分子がCdS粒子中に存在することが確認

できた。 この有機分子の危子雲が光照射によりCdS 中に形成する正孔と相互作用すること で電

荷分離が向上し、 水素発生祉が増大すると考えられる。 水素製造実験の最適化し、 これま で世

界で発表された水素発生速度を上回る事が できた。 章の後半では、Bb03, Fe2゚ 3 , Ru02, Cu20を

使用し、BaTi03 の表面修飾による電荷分離の向上及び水素発生址の増加を目指した。 Ru02を使

用したとき、 水素発生量が最も高いことが分かった。 最後に、LaFe03およぴLaド ープ型

BiFe03の合成および水素製造の評価を行った。
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